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A 3【背景・目的】管内 酪農家は、高齢な両親が中心となり畜主と

名で「昔ながら」の飼養管理による 酪農経営を行っているが、飼養

管理方法に起因する乳質や各種疾病 の多発など多くの問題を抱えて

いる。現状の問題点を整理し、畜主 名と十分に話し合いを行った3
うえ、対策を提案し、継続できる対策を実施した。

【問題 点】 酪農 家周辺 には酪農 家がな く、他農 家との 意見交換やA
視察などがなく、孤立した状態にな っている。そのため指導者側が

考えている以上に酪農に関する知識 や情報がなく、両親の代から飼

養 方 法 が 変 わ っ て い な い 状 態 に あ る （ 図 １ 。 大 き な 問 題 点 を ① 環）

境・搾乳衛生（図２）②搾乳牛の給 与飼料（図３）③乾乳・育成牛

の給与飼料（図４）④労働時間の長 さと経営状況（図５）の４点に

整理し、畜主に問題点について理解 を促し、対策方法を検討した。

【対策と結果】①環境・搾乳衛生に ついては、継時的に敷料中の大

腸菌を検査し、数字、写真でいかに 敷料が汚れているかを理解させ

た上で対策を提案した。牛床改善の 工事等はできないとの意見であ

ったため、環境改善として敷料のお が粉へ３％石灰混入 すること１ ）

。 、を指導した これにより環境性甚急性乳房炎の発生はおさまったが

石灰混入により堆肥化が遅くなった との理由で畜主が石灰混入を中

断した。結果、環境性甚急性乳房炎 が再発したため、環境資材等に

よる対策を提案し現在実施している 。また、搾乳手技を確認すると

不適切な乳頭清拭等問題があったた め指導を行ったが、両親から今

までの搾乳方法を大きく変更できな いとの意見があったため、ディ

ッピング方法のみの改善となり、搾 乳手技が原因と思われる乳房疾

病の発生は減少しなかった（図６、表１ 。）
２）②搾乳牛の給与飼料については、現飼料の問題点を日本飼養標準

の充足率、バルク乳検査結果から粗 飼料不足、タンパク過多の飼料

設計であることを理解させた。飼料 の種類や給与回数は変更するこ

と は で き な い と の 意 見 が あ っ た た め 、 給 与 配 分 を 中 心 に 粗 濃 比 を

から となるよう変更した飼料設計を提案した（図７ 。飼37:63 44:56 ）

料 変 更 前 後 年 間 を 比 較 す る と 内 科 疾 病 の 発 生 が 激 減 （ 表 １ 、 乳1 ）

脂 肪 が ％ 増 加 し た （ 表 ２ 。 乳 脂 肪 に つ い て は 、 飼 料 変 更 前 １0.2 ）

年間で５回ペナルティがあったのに 対し、対策後ペナルティを受け

ることはなくなった。

③乾乳・育成牛の給与飼料について は、乾乳期は次の搾乳のため乳



器や第一胃を休息させる重要な時期 であること、育成期も牛を大き

くするだけでなく、適切な飼料を給 与することが丈夫な第一胃を作

り、健康で長持ちする牛を育成する 重要な時期であることを理解さ

せた。給与飼料については著しく粗 飼料、乾物量が不足しており、

日本飼養標準に基づいた飼料設計を 提案するとともに、乾乳期のボ

デ ィ コ ン デ ィ シ ョ ン ス コ ア （ 以 下 ） 測 定 、 代 謝 プ ロ フ ァ イ ルBCS ３ ）

を 実 施 し た （ 図 ８ 。 難 産 、 周 産 期 疾 病 等 の 発 生 は 激 減 し た （ 表４ ） ）

１）が 、 は ～ と低く 、代謝プロファイルも優良牛群のBCS 2.25 2.75
デ ー タ と 比 較 す る と 低 栄 養 の 傾 向 で あ っ た （ 表 ３ 。 し か し 、 乾 乳）

期を通じて に大きな変化はなかった。BCS
④経営状況については、子牛販売に よる収入増加を目的に育成牛へ

56% 5/9 3黒毛和種受精卵移植を実施した 移植の受胎率は ( )で 現在。 、

頭 分 娩 済 み で 、 平 成 年 よ り 地 域 の 子 牛 市 場 へ 出 荷 予 定 で あ る 。30
30黒毛和種子牛また、事業を活用したパイプラインミルカーを平成

年 月に導入し、労働力の低減を行った（図９ 。1 ）

【考察】同農場は、牛群の改良が進 み、飼養管理が年々変化する中

「昔ながら」の飼養管理を行ってい た。要因として、周辺に酪農家

がなく、他農家との交流もないため 得られる情報が極端に少ない状

況にあり、一部思い込みによる誤っ た飼養管理も行われていた。今

回の対 策以前に 乾乳牛 の 、ルーメ ンフィ ルスコ アが低く、粗飼BCS
BCS料 不 足 が 考 え ら れ た た め 粗 飼 料 を 増 や す よ う 指 導 し た と こ ろ 、

が低いのは栄養不足であり、栄養不 足なら配合飼料を増やした方が

いいという思い込みから、乾乳期で あるにもかかわらず配合飼料を

増やし難産が多発するという状況に なっていた。乾乳期では考えら

れない飼料設計になっていたにもか かわらず、情報や理解が低く誤

った飼養管理を行っていた例である 。また、高齢な両親が中心であ

るため、これまでの飼養管理方法す べてを変更することに抵抗が大

きく、無理に指導を行っても対策が 長続きしないと考え、問題点す

、 、 、べての対策はできずとも 畜主３名と十分に話し合い できること

できないことを区分けして継続でき る対策だけを実施した。そのた

め搾乳衛生、繁殖成績等問題は残っ ているが、一部でも改善し、対

策を行えば結果が出るということ、 残った問題点が明確になるとい

うことで農家の改善意欲も出てきて おり、今後残った問題点に取り

組んでいく予定である。問題を抱え ているが十分に対策に取り組め

ない農家であっても、畜主の技術力 や置かれている状況を十分に把

握し、農家レベルに応じた対策を提 案することで、改善意欲向上に

努めていくよう指導していくことが重要である。
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